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わが国の規制改革活動は、1981年の土光臨調を嚆
こう

矢
し

としながら、着 と々

成果を紡いできた。国鉄や専売公社などの官業民営化や経済的規制と社会

的規制のバランスを取るなどの改革によって、国民が製品やサービスなど

の品質の向上と価格の低下を同時に享受することができるようになった。

伝統を受け継いだ現在の規制改革会議は、昨年12月でほぼ3年にわたる

活動を停止した。委員として活動の一翼を担った立場から、さらに規制改革

の実を上げるべき提案をしたい。これからの規制改革は、国際競争力を高

めることで経済を活性化させ、国民に富を配分するために推進するスタンス

を持つことが重要だ。

経済同友会の規制改革委員会において駐日英国大使から、規制改革先

進国である英国の実態を伺った。大使の講演では、「英国には、企業がある

からこそ経済が成り立つとの理解が存在するので、国民生活の安全確保と

企業の国際競争力向上の両方のバランスが取れた規制を実現させようとす

るコンセンサスが存在する」「日本では、官僚が国民の批判から自らを守る

ためと、官庁縦割りによる継ぎはぎだらけの規制が多いので、安全サイドに

過剰に傾いた規制になっている」と述べられていた。

新政権には、産業のグローバルな競争力を向上させて、経済を活性化さ

せながら国民生活の安全を確保できるように、規制を常時、スピーディー

に改革できる体制の実現を強く求めたい。そのためには、「ハトミミ.com」に

よって単に国民の声を聞くだけや対症療法にとどまらない、抜本的な改革

が望まれる。

例えば、規制を作る段階では当局自らにコストと便益の説明をさせ、また

運用段階を常時監視し問題点を速やかに見出して改正につなげる権限を

持った組織を法的に構築するなどして、規制改革の仕組みを体系的に整備

してほしいと思っている。
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ツヤツヤとした比較的厚みのある葉は、8、9
枚の小葉が集まった掌状複葉の形をしていま
す。原産地は台湾、中国南部で、半耐寒性、
常緑低木で日陰にも強く、とても丈夫で育て
やすい観葉植物です。根を張るのがとても速
く、挿し木をすると、どんどん大きくなります。
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